
「
取
子
」
習
俗
を
め
ぐ
っ
て

―
―
呑
龍
及
び
鬼
子
母
神
信
仰
を
中
心
に
―
―

松
　
崎
　
憲
　
三
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は
じ
め
に

　
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
下
巻
に
は
、「
取
子
」
に
つ
い
て
「
子
供
が
弱
い
、
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
子
供
が
育
た
な
か
っ
た
場
合
な
ど

に
、
神
仏
の
子
と
し
て
も
ら
う
こ
と
。
神
仏
そ
の
も
の
が
取
親
と
な
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
神
社
、
寺
院
の
神
主
や
住
職
が
取
親
と

し
て
名
を
つ
け
た
り
、
一
生
つ
き
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

1
）。

　

と
こ
ろ
で
筆
者
は
か
つ
て
常
総
地
方
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
「
七
五
三
と
七
つ
の
祝
い
」
の
歴
史
的
変
遷
と
現
状
に
つ
い
て
分
析

を
加
え
た
こ
と
が
あ
る（

2
）。

両
地
域
で
は
、
祝
わ
れ
る
子
供
の
祖
父
母
が
主
催
者
と
な
っ
て
、
ホ
テ
ル
や
料
理
旅
館
を
会
場
と
し
て
、

い
わ
ば
結
婚
式
の
披
露
宴
な
み
に
盛
大
に
祝
う
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
千
葉

県
全
域
そ
し
て
茨
城
県
の
南
部
地
域
で
は
「
浅
間
参
り
」
が
盛
ん
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
浅
間
参
り
」
と
は
、

親
が
子
を
連
れ
て
、
六
月
一
日
（
も
し
く
は
月
遅
れ
の
七
月
一
日
）
に
浅
間
神
社
を
参
詣
す
る
と
い
う
も
の
で
、
子
が
生
ま
れ
て
す
ぐ

の
そ
れ
を
「
初
浅
間
」、
七
才
の
そ
れ
を
「
終
い
浅
間
」
と
称
し
、「
初
浅
間
」
か
ら
「
終
い
浅
間
」
ま
で
毎
年
赴
く
と
い
う
ケ
ー
ス

が
目
立
っ
た
。
一
方
で
、「
初
浅
間
」
の
時
の
み
、
あ
る
い
は
「
終
い
浅
間
」
の
時
の
み
出
向
く
と
い
う
所
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
筆
者
は
、「
初
浅
間
か
ら
終
い
浅
間
ま
で
の
一
連
の
儀
礼
も
、
取
子
習
俗
と
の
対
応
で
把
握
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た（

3
）。

　

実
際
茨
城
県
東
南
部
の
旧
潮
来
町
域
で
は
、「
浅
間
参
り
」
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
取
子
」
習
俗
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
そ
れ
以
上
に
深
く
追
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
小
稿
の
目
的
は
、「
浅

間
参
り
」
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、「
取
子
」
習
俗
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、「
取
子
」
習
俗
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
太
田
市
・
大
光
院
（
浄
土
宗
）
の
呑
龍
信
仰
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
り
、

ま
た
近
年
は
東
北
地
方
、
特
に
山
形
県
下
の
事
例
に
関
す
る
報
告
が
相
次
い
で
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
触
発
さ
れ
て
、
改
め
て
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「
取
子
」
習
俗
に
向
き
合
お
う
と
思
い
立
っ
た
次
第
で
あ
る
。
ど
の
程
度
そ
の
実
態
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
か
は
心
も
と
な
い
限
り

で
あ
る
が
、
歴
史
離
れ
が
進
み
、
現
代
民
俗
流
行
り
の
昨
今
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
テ
ー
マ
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
状
況
に
鑑
み
、

老
婆
心
な
が
ら
筆
を
執
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
も
一
つ
の
理
由
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

先
行
研
究
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
竹
内
利
美
に
関
す
る
も
の
だ
け
に
言
及
し
て
お
く
こ
と

に
し
た
い
。
そ
れ
は
「
成
育
習
俗
と
親
方
子
方
慣
行
」
な
る
論
稿
で
あ
り
、
通
過
儀
礼
を
年
齢
順
に
整
理
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

儀
礼
に
お
け
る
擬
制
的
親
子
関
係
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。「
取
子
」
に
つ
い
て
は
「
名
附
け
オ
ヤ
」
と
の
関
連
で

捉
え
、「
通
例
の
名
附
け
親
」
に
対
応
す
る
形
で
「
呪
的
養
育
慣
行
と
名
附
親
」
を
位
置
づ
け
、
捨
子
・
拾
い
親
と
並
列
さ
せ
て
取

子
・
取
親
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
即
ち

　

カ
ミ
モ
シ
ゴ
（
神
申
子
）・
神
の
ト
リ
コ
（
取
子
）
な
ど
と
い
い
、
健
康
に
育
つ
よ
う
に
祈
念
し
て
、
そ
の
子
供
分
に
し
て
も
ら

う
場
合
も
多
く
は
神
官
を
名
附
親
に
依
頼
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
そ
の
類
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
と
く
に
成
育
に
不
安
の

多
い
際
に
立
て
る
名
附
親
は
、
古
い
意
識
に
よ
る
特
殊
な
命
名
習
俗
が
伴
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
命
名
の
た
め
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
が
、
人
間
の
生
命
に
名
前
は
不
可
欠
の
関
連
を
持
つ
も
の
と
い
う
古
い
考
え
方
に
も
と
づ
き
、
こ
の
よ
う
な
呪
的
行

為
に
も
命
名
が
重
要
な
因
子
と
し
て
、
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
で
あ
る（

4
）。

竹
内
は
名
附
け
の
呪
術
性
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
る
が
、
社
会
状
況
の
す
さ
ま
じ
い
変
化
に
伴
な
っ
て
命

名
法
も
大
き
く
変
貌
し（

5
）、

取
子
を
名
附
け
と
関
連
づ
け
て
把
握
す
る
に
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
取
親
と
な
り
う

る
神
仏
（
あ
る
い
は
宗
教
者
）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
う
し
て
取
子
に
な
る
た
め
の
儀
礼
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
、
浅
間
信

仰
に
留
意
し
つ
つ
分
析
を
試
み
た
い
。
ち
な
み
に
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
埼
玉
県
で
あ
る
。
筆
者
の
居
住
す
る
場
所
に
ほ
ど
近
く
、

取
子
に
関
す
る
報
告
例
も
そ
れ
な
り
に
あ
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
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一
、
先
行
研
究
小
史

　

先
に
竹
内
の
論
稿
を
取
り
上
げ
た
が
、
竹
内
同
様
取
子
・
取
親
を
呪
術
的
性
格
を
帯
び
た
擬
制
的
親
子
関
係
と
位
置
づ
け
る
の
が

お
お
方
の
見
方
で
あ
る
。

　

大
間
知
篤
三
は
、
擬
制
的
親
子
関
係
に
は
社
会
経
済
的
事
情
を
背
景
と
し
た
も
の
と
（
特
に
成
年
期
に
結
ば
れ
る
も
の
）、
宗
教
呪

術
的
性
格
の
濃
厚
な
親
子
関
係
（
特
に
出
生
時
、
幼
児
期
に
結
ば
れ
る
も
の
）
と
が
あ
る
と
し
た
上
で

　

要
す
る
に
、
右
に
述
べ
て
き
た
仮
の
親
子
と
称
す
る
関
係
は
、
取
上
げ
、
命
名
、
拾
い
上
げ
る
こ
と
、
仮
に
貰
う
こ
と
等
を
媒

介
と
し
て
、
そ
の
親
の
力
が
子
に
移
り
う
る
と
い
う
信
念
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
神
仏
の
契
子
と
か
申
し
児

と
か
呼
ん
で
、
神
仏
の
子
供
に
上
げ
た
こ
と
と
し
て
そ
の
庇
護
に
よ
っ
て
子
供
の
無
事
成
長
を
期
し
う
る
と
い
う
信
仰
と
相
似
た

形
式
を
示
し
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る（

6
）。

一
方
平
山
和
彦
は
、
こ
の
大
間
知
の
見
解
を
踏
ま
え
た
上
で

　

成
年
式
の
お
り
の
カ
リ
オ
ヤ
で
も
、
幼
年
期
の
お
り
の
カ
リ
オ
ヤ
と
同
質
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
良
く
判
る
。
だ
と
す

れ
ば
、
成
年
期
の
お
り
の
オ
ヤ
コ
関
係
に
は
社
会
経
済
性
が
強
い
と
い
う
の
も
、
元
は
不
随
し
て
い
た
呪
術
性
が
忘
れ
ら
れ
た
か
、

あ
る
い
は
、
比
較
的
後
代
に
な
っ
て
、
呪
術
的
な
関
係
に
経
済
的
な
庇
護
・
奉
仕
と
い
う
性
格
が
増
し
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
い

う
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
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と
指
摘
し
て
い
る（

7
）。

こ
の
二
人
の
見
解
は
、
通
過
儀
礼
に
お
け
る
擬
制
的
親
子
関
係
の
呪
術
的
性
格
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
に
言
及
し

た
も
の
で
大
変
興
味
深
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
竹
内
の
論
も
含
め
て
こ
れ
ら
か
ら
は
取
子
・
取
親
習
俗
の
具
体
的
な
姿
は
見
え
て
こ

な
い
。

　

取
子
・
取
親
習
俗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
群
馬
県
太
田
市
・
大
光
院
（
浄
土
宗
）
の
呑
龍
信
仰
と
日
蓮
宗
系
寺
院
の

鬼
子
母
神
信
仰
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
の
呑
龍
信
仰
に
関
し
て
は
、
そ
の
歴
史
的
展
開
、
あ
る
い
は
実
態
に
関
す
る
先
行
研
究
も

少
な
く
な
い
。
川
添
崇
、
鷲
見
定
信
ら
の
論
稿
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
ち
な
み
に
呑
龍
信
仰
と
は
、
大
光
院
開
山
上
人
呑
龍

（
一
五
五
六
～
一
六
二
三
、
号
は
源
蓮
社
然
誉
大
阿
）
を
崇
拝
対
象
と
し
た
、「
子
育
て
」
を
中
心
と
す
る
信
仰
習
俗
を
い
う
。
主
な
信

仰
内
容
は
、
安
産
、
授
名
（
寿
名
）、
弟
子
入
り
、
虫
封
じ
、
学
業
守
護
、
病
気
平
癒
の
ほ
か
五
穀
豊
穣
、
雨
乞
い
、
火
伏
せ
に
ま
で

及
ん
で
い
る
。
呑
龍
上
人
は
武
蔵
国
埼
玉
郡
一
ノ
割
村
（
現
春
日
部
市
）
出
身
。
同
郡
の
林
西
寺
に
て
出
家
。
そ
の
後
、
芝
・
増
上

寺
学
寮
に
学
び
増
上
寺
十
二
世
源
誉
存
応
等
に
師
事
し
た
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
武
蔵
国
八
王
子
・
大
善
寺
三
世
と
な
り
、
慶

長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
に
徳
川
家
康
の
命
を
受
け
て
大
光
院
の
開
山
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
呑
龍
信
仰
が
隆
盛
を
見
た
の
は
、
ど
う
や
ら
近
代
以
降
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
川
添
は
、
大
光
院

は
近
世
徳
川
幕
府
と
の
縁
も
深
く
、
幕
府
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
が
、
明
治
維
新
に
伴
な
う
体
制
の
変
化
に
よ
っ
て
信
仰
的
・
経
済

的
基
盤
が
ゆ
る
ぎ
、「
日
野
上
人
（
大
光
院
六
三
世
＝
筆
者
註
）
は
呑
龍
信
仰
を
中
心
と
し
た
、
一
種
の
民
衆
教
化
運
動
を
指
導
し
発

展
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

8
）。

そ
う
し
て
鷲
見
に
よ
れ
ば
、
近
代
以

降
の
呑
龍
信
仰
に
は
、
⑴
分
身
所
の
成
立
と
⑵
呑
龍
講
（
故
信
講
）
の
結
成
、
こ
の
二
つ
と
こ
れ
ら
の
地
域
的
拡
大
が
特
徴
と
し
て

指
摘
で
き
る
と
い
う（

9
）。

分
身
所
は
関
東
地
方
を
中
心
に
信
越
地
方
に
ま
で
及
び
、
都
合
六
六
ヶ
所
を
数
え
る
（
表
⑴
）。
そ
の
成
立
年

代
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
以
前
の
も
の
が
一
ヶ
所
で
、
残
り
は
明
治
六
年
以
降
大
正
期
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一

方
、
呑
龍
講
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
以
降
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
関
東
地
方
に
広
く
分
布
す
る
（
図
⑴
）。
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表⑴　呑龍様の分身所（鷲見　註 9による）
県名 番号 寺院名 所在地

35 近 竜 寺 栃木市
36 応 願 寺 宇都宮（時）
37 竜 善 寺 足利市
38 興 光 寺 下都賀郡
39 呑 竜 寺 上都賀郡
40 雲 竜 寺 鹿沼市
41 呑 竜 寺 鹿沼市
42 故信講教会 栃木市
43 興 光 寺 壬生市

茨城県 44 月 崇 寺 笠間市
45 降 岩 寺 古河市
46 正 覚 寺 猿島郡
47 呑 竜 堂 常陸大田市
48 密 蔵 院 那賀郡（智山）
49 光 岸 寺 下妻市

東京都 50 宗 周 院 練馬区
51 善 光 寺 北区
52 還 国 寺 文京区
53 来 迎 寺 新宿区

54 長 建 寺
（呑竜教会） 墨田区

55 延 命 寺 青梅市（臨）
長野県 56 西 念 寺 岩村田町

57 明 照 寺 下伊那郡
58 蓮 香 寺 長野市

59 仏 光 寺
（和合会） 小諸市

神奈川県 60 大 光 院 横浜南区
61 来 迎 寺 横浜戸塚区
62 専 福 寺 横須賀市

新潟県 63 不 動 寺 小千谷市（智山）
64 善 導 寺 中頸城郡
65 本 城 院 十日町市（天台）
66 摂 取 院 大津市

県名 番号 寺院名 所在地
群馬県 1 哀 愍 寺 新田郡尾島 1

2 長 建 寺 新田郡藪塚本 1
3 西 福 寺 佐渡郡東村
4 本 光 寺 伊勢崎市
5 定 善 寺 桐生市
6 大 善 寺 桐生市
7 義 林 寺 勢多郡大胡町
8 正 幸 寺 前橋市
9 大 蓮 寺 前橋市
10 正 覚 寺 沼田市
11 常 光 寺 館林市
12 大 信 寺 高崎市
13 九 品 寺 高崎市
14 竜 光 寺 富岡市
15 成 道 寺 藤岡市
16 大 泉 寺 安中市
17 法 林 寺 多野郡

埼玉県 18 長 福 寺 児玉市
19 大 英 寺 騎西
20 林 西 寺 越谷市
21 円 福 寺 春日部市
22 西 福 寺 大宮市
23 蓮 馨 寺 川越市
24 浄 信 寺 北葛飾郡
25 円 心 寺 本庄市
26 安 国 寺 越谷市

27 呑竜上人
別当所 川口市

28 天 王 院 久喜市（天台）
29 呑 竜 堂 秩父市
30 野 坂 寺 秩父市（臨）
31 万 福 寺 秩父市（豊山）
32 大宮教会 大宮

栃木県 33 清 巌 寺 宇都宮市
34 宝 竜 寺 佐野市
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図⑴　�関東地方における呑龍信仰の広がり（鷲見　註 9による）
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な
お
、『
日
本
の
神
仏
の
辞
典
』、「
呑
龍
」
の
項
に
は
、

（
大
光
院
着
任
＝
筆
者
注
）
三
年
後
、
孝
心
の
た
め
に
国
禁
を
犯
し
て
子
供
を
か
く
ま
っ
た
罪
で
幕
府
の
厳
講
を
受
け
る
。
五
年
後
、

免
さ
れ
て
帰
山
し
、
更
に
翌
年
に
な
り
紫
衣
の
論
旨
を
賜
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
庶
民
の
救
済
に
務
め
、
と
り
わ
け
生
活
が
困
難
な

者
の
子
供
を
引
き
取
り
教
育
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
俗
に
「
子
育
て
呑
龍
」
と
呼
ば
れ
、
今
日
に
お
い
て
も
土
地
の
人
々
の
尊
厳

を
集
め
て
い
る
。

と
あ
る（
10
）。

し
か
し
な
が
ら
、
宇
高
良
哲
に
よ
れ
ば
「
呑
竜
（
龍
）
は
現
在
『
子
育
て
呑
龍
』
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
彼
の
履
歴
の

上
で
子
育
て
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
は
な
い
」
と
断
言
し
て
い
る（
11
）。

呑
龍
信
仰
の
広
が
り
に
は
、「
七
つ
坊
主
」
を
は
じ
め
と
す
る

民
俗
と
し
て
の
子
育
て
信
仰
が
基
盤
に
あ
り
、
大
光
院
を
中
心
と
す
る
呑
龍
信
仰
が
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
結
果
、
呑
龍

信
仰
が
各
地
に
受
容
さ
れ
広
が
っ
て
行
っ
た
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る（
12
）。

ど
う
や
ら
「
子
育
て
呑
龍
」
の
伝
説
は
、
分
身
所
や
呑

龍
講
結
成
と
と
も
に
布
教
の
一
策
と
し
て
作
ら
れ
た
「
呑
龍
一
代
記
」
の
内
容
に
対
応
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

で
は
実
際
「
呑
龍
坊
主
（
呑
龍
様
へ
の
弟
子
入
り
）」
は
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
な
さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
番
多
い
の
は
身
体
の
弱
い
子
が
弟
子
入
り
す
る
場
合
で
、
厄
除
け
や
初
出
産
に
失
敗
し
た
場
合
の
次
に
生
ま
れ
た
子
を
弟
子
に

す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
弟
子
入
り
の
期
間
は
三
年
、
五
年
、
七
年
が
中
心
で
あ
り
、
年
齢
も
七
歳
位
ま
で
が
多
い
が
、
十
歳

か
ら
十
五
、六
歳
ま
で
と
い
う
の
も
あ
る
。
弟
子
入
り
の
儀
式
は
、
髪
を
剃
っ
て
御
祈
願
を
受
け
、
お
弟
子
入
り
の
証
を
は
じ
め
と

し
て
念
珠
、
祈
願
札
、
供
物
を
授
か
る
。
そ
の
後
毎
年
の
開
山
忌
に
参
詣
す
る
こ
と
と
、
日
課
念
仏
三
〇
遍
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

約
束
の
期
限
が
く
る
と
、
御
礼
参
り
と
し
て
「
願
ほ
ど
き
」
を
し
て
も
ら
っ
て
弟
子
入
り
が
終
わ
る
と
い
う（
13
）。

こ
う
し
た
「
弟
子
入

り
」
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
下
の
事
例
を
、
後
ほ
ど
紹
介
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
呑
龍
様
の
分
身
所
の
信
仰
実
態
を
報
告
し
た
先
行
研
究
も
存
在
す
る
。
八
王
子
市
大
横
町
・
大
善
寺
の
取
子
習
俗
に
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分
析
を
加
え
た
、
佐
藤
広
の
「
八
王
子
に
お
け
る
子
育
て
呑
龍
の
信
仰
」
が
そ
れ
で
あ
る（
14
）。

大
善
寺
は
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
の
一

つ
で
、
呑
龍
が
三
世
と
し
て
十
四
年
間
勤
め
た
寺
院
で
も
あ
る
。
佐
藤
は
こ
の
大
善
寺
が
鷲
見
が
報
告
し
た
六
六
の
分
身
所
か
ら
漏

れ
て
い
る
と
し
て
、
大
正
期
の
史
（
資
）
料
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
十
年
代
の
取
子
経
験
者
の
聞
き
取
り
を
合
わ
せ
て
、
興

味
深
い
分
析
を
試
み
て
い
る
。
な
お
、
後
ほ
ど
川
越
市
・
蓮
馨
寺
な
る
分
身
所
の
一
つ
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
際
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
貴
重
な
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

　

一
方
、
東
京
都
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
・
法
明
寺
（
日
蓮
宗
）
の

子
母
神
信
仰
に
関
し
て
は
、
冠
賢
一
、
近
江
美
佳
ら
の
論
著
が
目

に
止
ま
る（
15
）。

こ
れ
ら
は
、
そ
の
由
来
や
近
世
に
お
け
る
信
仰
の
歴
史
的
展
開
に
言
及
し
た
も
の
で
、
取
子
・
取
親
に
つ
い
て
は
後
者

の
近
江
が
若
干
触
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ち
な
み
に
雑
司
ヶ
谷
・

子
母
神
で
は
、
取
子
を
「
お
草
履
取
り
」
と
称
し
て
い
る
。

　

取
子
に
関
し
て
は
、
近
年
東
北
地
方
、
特
に
山
形
県
下
の
報
告
例
が
際
立
っ
て
い
る
。
加
藤
和
徳
は
、
米
沢
市
と
上
山
市
の
日
蓮

宗
寺
院
に
お
け
る
鬼
子
母
神
信
仰
関
連
の
取
子
習
俗
を
取
り
上
げ
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
修
験
系
寺
院
跡
や
関
連
施
設
内
に
取
子

中
が
建
立
し
た
石
碑
や
常
夜
燈
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（
16
）。

野
口
一
雄
も
、
天
童
子
山
元
・
若
松
寺
（
天
台
宗
）、
山
形
市
平
清

水
・
平
泉
寺
（
天
台
宗
）
を
は
じ
め
と
す
る
置
賜
地
方
、
村
山
地
方
の
取
子
習
俗
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
八
聖
山
金
山
神

社
（
近
世
は
不
動
明
王
を
祀
る
修
験
寺
院
）
の
そ
れ
に
言
及
し
つ
つ
、
修
験
者
達
も
広
く
取
子
習
俗
に
か
か
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
と
指

摘
し
て
い
る（
17
）。

宮
家
準
編
『
修
験
道
辞
典
』
に
は
「
取
子
」
の
項
が
あ
っ
て
修
験
者
が
関
与
す
る
事
例
が
示
さ
れ
て
お
り（
18
）、

古
く
は

修
験
者
が
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

　

な
お
、
八
聖
山
金
山
神
社
は
山
形
県
西
村
山
郡
西
川
町
米
沢
地
内
に
あ
っ
て
、
横
軸
と
い
う
六
十
里
街
道
沿
い
の
集
落
を
門
前
と

し
て
い
る
。
元
は
不
動
尊
を
祀
る
仏
閣
で
出
羽
三
山
参
詣
の
道
者
が
立
ち
寄
る
姿
も
ま
ま
見
ら
れ
た
。
八
聖
山
の
信
仰
は
、
山
内
に

二
軒
あ
る
祈
祷
所
（
と
も
に
本
道
寺
派
の
山
伏
）
と
信
者
と
の
結
び
つ
き
を
柱
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
軒
、
龍
泉
寺
系

の
大
龍
家
の
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
の
祈
祷
帳
を
分
析
し
た
の
は
関
口
健
で
あ
る
。
関
口
に
よ
れ
ば
、

山
形
県
南
部
か
ら
福
島
県
北
東
部
の
地
域
、
そ
し
て
宮
城
県
北
部
地
域
か
ら
の
参
詣
者
に
取
子
祈
祷
を
行
な
う
者
が
多
か
っ
た
と
し
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て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

取
子
の
祈
祷
は
、
御
祈
祷
帳
で
は
Ｎ-

ｂ
の
楕

円
形
を
中
心
と
し
て
そ
の
例
が
認
め
ら
れ
る
（
図

⑵
参
照
＝
筆
者
註
）。
今
日
に
お
い
て
は
、
一
年
契

約
の
「
一
年
取
子
」
と
三
年
ご
と
の
「
三
年
取
子
」

が
あ
り
、
毎
月
十
五
日
は
神
職
に
よ
る
取
子
祈
祷

が
行
な
わ
れ
る
ほ
か
、
一
月
十
五
日
の
八
聖
山
の

祭
礼
で
は
、
取
子
の
人
々
に
祈
祷
札
が
渡
さ
れ
て

い
る
。
祈
祷
の
際
は
、
祈
祷
所
の
神
前
に
あ
る
護

摩
壇
（
護
摩
木
三
本
ず
つ
を
井
桁
に
組
む
）
で
護
摩

を
焚
き
、
そ
の
火
の
中
で
取
子
の
氏
名
と
年
齢
を

書
き
込
ん
だ
人
形
を
燃
や
し
て
、
取
子
の
安
全
が

祈
念
さ
れ
る
。
幼
い
子
ど
も
ば
か
り
か
、
身
体
の

不
安
を
抱
え
る
大
人
な
ど
も
取
子
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

と
い
う（

19
）。

　

修
験
者
が
関
与
す
る
も
の
を
含
め
て
、
管
見
の
及
ぶ
範
囲
の
先
行
研
究
を
ざ
っ
と
眺
め
て
み
た
。
関
東
住
い
の
た
め
か
、
西
日
本

の
事
例
は
あ
ま
り
目
に
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
『
日
本
産
育
資
料
集
成
』
を
手
が
か
り
に
全
国
的
な
傾
向
性
を
把
握
し
、
そ
の

上
で
埼
玉
県
下
の
呑
龍
、
鬼
子
母
神
信
仰
の
事
例
を
主
と
し
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

図⑵　東北地方における八聖山信仰（関口　註19による）
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二
、『
日
本
産
育
資
料
集
成
』
の
分
析
か
ら

　
『
日
本
産
育
資
料
集
成
』
は
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
調
査
そ
の
も
の
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

に
結
成
さ
れ
た
恩
賜
財
団
愛
育
会
が
中
心
と
な
り
、
柳
田
國
男
の
助
言
を
得
て
、
昭
和
十
年
を
中
心
に
実
施
さ
れ
た
全
国
一
斉
調
査

の
成
果
で
あ
る
。
調
査
を
担
っ
た
の
は
、
各
都
道
府
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
郷
土
史
家
ら
で
あ
る
。
都
道
府
県
に
よ
っ
て
そ
の
精
度
は

異
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
国
的
な
傾
向
性
が
見
て
取
れ
る
。
同
書
は
妊
娠
、
出
産
、
育
児
と
三
分
野
に
分
け
て
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
が
、
取
子
と
か
か
わ
る
の
は
、
育
児
の
う
ち
「
子
育
て
祈
願
」
の
項
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
取
子
・
取
親
関
係
を
結
ぶ
理
由
は
、「
初
子
は
育
ち
に
く
い
か
ら
」、「
病
弱
な
体
質
の
子
供
が
生
ま
れ
た
か
ら
」、

「
と
も
あ
れ
健
や
か
に
育
っ
て
欲
し
い
」
等
々
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
取
親
と
な
る
の
は
、
呑
龍
様
、
鬼
子
母
神
、
浅
間
様
の
ほ
か
、

地
蔵
、
観
音
、
不
動
尊
、
虚
空
蔵
、
猿
田
彦
、
さ
ら
に
は
修
験
者
に
至
る
ま
で
多
種
多
様
で
あ
る
。
修
験
者
が
か
か
わ
る
例
と
し
て

は
、
研
究
史
を
整
理
す
る
中
で
山
形
県
内
の
事
例
を
紹
介
し
た
が
、『
日
本
産
育
資
料
集
成
』
の
報
告
例
は
岩
手
県
の
も
の
で
あ
り
、

「
真
言
宗
、
天
台
宗
な
ど
祈
祷
寺
の
修
験
者
に
祈
祷
を
依
頼
し
、
そ
の
子
を
ト
リ
ゴ
と
す
る
。
ト
リ
ゴ
と
は
そ
の
神
仏
の
子
と
な
っ

て
永
久
に
信
仰
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
う
す
れ
ば
修
験
者
は
そ
の
子
の
た
め
に
毎
日
祈
祷
を
こ
め
る
の
で
あ
る
（
盛
岡
市
）」
と
報
告

さ
れ
て
い
る（
20
）。

ま
た
、
早
池
峰
山
麓
の
山
伏
神
楽
で
は
悪
魔
払
い
に
効
験
が
あ
る
と
さ
れ
る
獅
子
頭
は
「
権
現
様
」
と
し
て
あ
が
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
「
権
現
様
」
の
ト
リ
ゴ
と
な
る
に
は
、「
神
楽
の
時
に
幼
児
の
頭
巾
ま
た
は
服
を
持
参
し
て
か
ま
せ
る
」
と
い
う（
21
）。

　

一
方
富
士
浅
間
信
仰
と
関
連
す
る
事
例
は
、
茨
城
県
と
岐
阜
、
愛
知
県
の
事
例
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
茨
城
県
の
報
告
は
「
旧

暦
六
月
朔
日
近
郷
の
富
士
浅
間
神
社
に
登
山
お
参
り
を
さ
せ
る
の
を
例
と
す
る
。
こ
の
時
は
親
類
縁
者
や
近
所
よ
り
餞
別
の
品
を
贈

り
、
帰
途
は
神
社
の
護
符
を
受
け
て
、
こ
れ
を
う
ち
わ
に
の
せ
て
、
そ
の
他
の
品
を
添
え
て
各
家
に
配
る
。
こ
れ
が
幼
児
の
災
難
除

去
を
祈
る
例
で
あ
る
。
た
だ
し
七
歳
ま
で
は
年
年
登
山
す
る（
22
）（

稲
敷
郡
生
板
村
＝
現
河
内
町
）」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
筆
者
が
先
に
報
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告
し
た
、
常
総
地
方
の
浅
間
参
り
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
岐
阜
、
愛
知
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
尾
張
富
士
浅
間
神
社
に
参
詣

す
る
も
の
で
、
岐
阜
県
で
は
「
尾
張
富
士
浅
間
神
社
に
年
限
を
定
め
て
祈
願
し
、
毎
年
参
詣
す
る（
23
）（

海
津
郡
）」
と
あ
り
、
ま
た
愛
知

県
下
で
は
「
尾
張
浅
間
神
社
や
多
賀
神
社
へ
寿
命
の
長
か
ら
ん
こ
と
を
祈
願
し
て
、
子
供
を
あ
ず
け
る
と
い
う
こ
と
が
多
い
（
中
島

郡
荻
原
町
地
方
）」、「
右
の
こ
と
を
カ
ミ
ア
ズ
ケ
（
神
あ
ず
け
）
と
い
う
。
神
の
子
と
な
る
の
で
、
親
で
も
殴
っ
て
は
な
ら
な
い
。
誤
っ

て
殴
っ
た
り
す
る
と
そ
の
子
が
死
ぬ
と
い
う
。
だ
か
ら
大
切
な
子
で
し
か
も
よ
ほ
ど
弱
い
子
で
な
い
と
カ
ミ
ア
ズ
ケ
し
な
い（
24
）（

海
部
郡

甚
目
寺
町
地
方
）」。
こ
こ
で
は
明
確
に
神
ア
ズ
ケ
＝
取
子
と
称
し
て
お
り
、
浅
間
信
仰
も
広
く
取
子
と
関
連
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
呑
龍
信
仰
関
連
の
事
例
は
関
東
地
方
に
広
く
認
め
ら
れ
、
埼
玉
県
の
項
に
は
「
群
馬
・
栃
木
・
埼
玉
・
東
京
の
各
府
県
の

一
部
に
わ
た
っ
て
初
生
児
が
生
ま
れ
れ
ば
一
定
の
期
日
に
達
す
る
と
群
馬
県
太
田
市
大
光
院
に
詣
で
、
そ
の
寺
の
開
山
で
あ
る
、
呑

龍
上
人
に
祈
願
し
て
男
女
の
健
康
育
児
を
願
い
、
五
歳
な
い
し
七
歳
に
な
れ
ば
再
び
礼
参
り
と
称
し
て
親
兄
弟
が
子
供
を
連
れ
て
参

詣
す
る
風
俗
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
25
）。

こ
の
ほ
か
長
野
や
新
潟
県
下
の
報
告
に
呑
龍
様
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
両
県
に
分
身

所
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
岐
阜
県
下
に
も
呑
龍
信
仰
が
盛
ん
だ
っ
た
よ
う
で
「
不
破
郡
赤
坂

町
（
＝
現
大
垣
市
）
の
呑
龍
様
（
寺
）
へ
十
年
十
五
年
と
あ
ず
け
る
と
、
子
供
は
負
傷
せ
ず
、
ま
た
病
気
に
な
ら
な
い
と
い
う
（
不
破

郡
・
養
老
郡
・
大
垣
市
）」、「
不
破
郡
赤
塚
町
の
呑
龍
さ
ん
へ
、
毎
年
四
月
に
参
詣
祈
願
す
る
。
十
歳
ま
で
子
供
を
お
あ
づ
け
す
る
た

め
に
、
そ
の
お
礼
に
毎
年
参
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る（
26
）。

不
破
郡
赤
坂
町
の
呑
龍
様
が
い
か
な
る
経
緯
で
こ
の
地
に
祀
ら
れ
る
に

至
っ
た
の
か
、
気
に
な
る
所
で
あ
る
が
判
明
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
鬼
子
母
神
は
多
く
の
日
蓮
宗
系
寺
院
で
祀
ら
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
国
各
地
で
取
子
習
俗
と
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
も
の
の
、『
日
本
産
育
資
料
集
成
』
で
は
、
関
東
・
中
部
地
方
に
お
い
て
は
散
見
さ
れ
る
と
い
っ
た
程
度
で
、
む
し
ろ
九

州
地
方
に
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
ほ
か
地
蔵
や
観
音
等
身
近
な
ホ
ト
ケ
や
、
あ
る
い
は
産
土
神
・
檀
那
寺
等
と
ご
く
自
然
な
形
で
取
子
・
取
親
関
係
を
結
ぶ
例

も
多
い
よ
う
に
う
か
が
わ
れ
る
。
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つ
い
で
な
が
ら
、
竹
内
言
う
と
こ
ろ
の
「
呪
術
養
育
慣
行
」
の
一
つ
と
し
て
の
「
捨
子
・
拾
い
親
」
に
つ
い
て
多
少
触
れ
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。

　

子
の
育
た
な
い
家
が
捨
て
子
を
す
る
と
い
う
例
も
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、「
父
四
十
二
歳
の
時
に
二
歳
に
な
っ
た
子
は
オ
ヤ
ト

リ
ゴ
（
親
取
り
子
）
と
い
い
、
懇
意
の
人
の
軒
に
捨
て
る
ま
ね
を
し
て
後
で
育
て
る（
27
）（

山
梨
県
中
巨
摩
郡
西
条
村
＝
現
昭
和
町
）」、
あ
る

い
は
「
男
親
の
四
十
二
の
二
つ
子
は
育
た
な
い
と
い
っ
て
、
親
戚
の
籍
へ
当
分
入
れ
て
お
く（
28
）（

岡
山
県
邑
久
郡
豊
村
＝
現
岡
山
市
）」
と

い
う
よ
う
に
、「
四
十
二
の
二
つ
子
」
の
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
。「
母
親
四
十
二
、
も
し
く
は
三
十
三
の
二
つ
子
」
な
ど
と
称
し
た

り
、
寅
年
生
ま
れ
の
子
、
丑
年
生
ま
れ
の
次
男
以
下
を
捨
て
子
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
「
捨
て
子
」
は
親
の
厄
年
が
ら

み
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
と
い
う
点
で
、「
取
子
」
習
俗
と
は
趣
を
異
に
す
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
捨
て
子
」
を
オ
ヤ
ト
リ

ゴ
と
言
う
所
も
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

三
、「
取
子
」
習
俗
の
実
態

⑴
埼
玉
県
下
の
事
例

　
『
新
編
埼
玉
県
史　

別
編
2　

民
俗
2
』
記
載
の
育
児
の
民
俗
の
う
ち
「
ド
ン
リ
ュ
ウ
ボ
ウ
ズ
」
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　

生
ま
れ
つ
き
身
体
の
弱
い
子
供
は
、
神
仏
の
ト
リ
ゴ
（
取
り
子
）
と
な
り
そ
の
神
仏
の
加
護
に
よ
り
丈
夫
に
育
っ
て
も
ら
お
う
と

す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
県
内
で
は
川
越
市
蓮
馨
寺
の
子
育
て
呑
龍
が
有
名
で
あ
る
。（
中
略
）。
こ
の
川
越
の
呑
龍
様
は
川
越
市
内

は
言
う
に
及
ば
ず
、
浦
和
市
、
和
光
市
、
富
士
見
市
、
大
井
町
な
ど
周
辺
地
域
か
ら
も
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　

群
馬
県
太
田
市
の
呑
龍
様
も
有
名
で
、
県
内
か
ら
も
大
滝
村
、
都
幾
川
村
、
川
本
町
、
岩
槻
市
、
戸
田
市
と
い
っ
た
広
い
地
域
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か
ら
出
か
け
て
い
る
。
秩
父
郡
大
滝
村
三
峰
で
は
、
遠
く
て
な
か
な
か
出
か
け
ら
れ
な
い
た
め
、
家
の
庭
に
立
ち
太
田
市
の
方
角

に
向
か
っ
て
弟
子
に
な
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
五
歳
あ
る
い
は
七
歳
の
「
お
願
し
ょ
果
た
し
」
の
と
き
に
、
始
め
て
お
礼
参
り
に

出
か
け
た
と
い
う
。

　

東
京
都
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
の
鬼
子
母
神
で
も
、
鬼
子
母
神
の
ナ
ナ
ツ
ボ
ウ
ズ
と
称
し
て
同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
た（

29
）（

和
光
市
）。

　

群
馬
県
太
田
市
・
大
光
院
の
呑
龍
信
仰
は
、
埼
玉
県
下
を
広
く
カ
バ
ー
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
遠
く
離
れ
た
秩
父
郡
大
滝
村

（
現
秩
父
市
）
三
峰
の
事
例
は
、
地
域
な
ら
で
は
の
受
容
形
態
と
し
て
す
こ
ぶ
る
興
味
深
い
。
ま
た
、
川
越
市
蓮
雀
町
・
蓮
馨
寺
は
浄

土
宗
関
東
十
八
檀
林
の
一
つ
で
あ
り
、
呑
龍
の
分
身
所
の
あ
る
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
周
辺
地
域
か
ら
広
く
信
仰
を
集
め
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
蓮
馨
寺
の
信
仰
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。
一
方
、
東
京
都
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷

の

子
母
神
に
つ
い
て
は
、
和
光
市
や
戸
田
市
と
い
っ
た
県
南
地
方
の
東
京
寄
り
の
地
域
で
信
仰
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

以
下
、
市
町
村
史
（
誌
）
に
よ
り
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
信
仰
の
姿
を
眺
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

事
例
⑴
草
加
市
・
呑
龍
信
仰

　

子
供
が
丈
夫
に
育
つ
よ
う
に
、
生
後
一
年
ぐ
ら
い
た
つ
と
一
の
割
（
春
日
部
市
）
の
呑
龍
さ
ま
（
大
河
山
円
福
寺
）
に
子
供
を
連
れ

て
お
参
り
に
行
く
家
が
多
い
。
護
摩
を
あ
げ
て
お
参
り
す
る
程
度
だ
が
、
体
の
弱
い
子
は
呑
龍
様
の
お
弟
子
さ
ん
に
し
て
も
ら
っ
た
。

お
弟
子
さ
ん
に
な
る
と
七
つ
坊
主
と
い
っ
て
、
七
歳
ま
で
坊
主
に
し
て
お
く
。
昔
は
女
の
子
ど
も
で
も
坊
主
に
し
て
い
た
。
毎
月
お

参
り
に
行
く
と
と
も
に
、
四
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
の
お
祭
り
に
は
、
呑
龍
さ
ま
か
ら
送
っ
て
く
る
紙
袋
に
五
合
な
い
し
一
升
の
オ

サ
ン
ゴ
（
お
散
供
米
）
を
持
っ
て
お
参
り
し
た（
30
）。

事
例
⑵
児
玉
郡
神
泉
村
・
呑
龍
信
仰
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病
弱
な
子
ど
も
の
子
育
て
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
呑
龍
様
に
あ
や
か
っ
て
、
髪
の
毛
を
剃
っ
て
弟
子
と
な
り
、
健
康
祈
願
を
す
る
習

俗
が
あ
る
。
ま
た
、
児
玉
町
の
呑
龍
様
（
長
福
寺
）
や
群
馬
県
太
田
市
の
呑
龍
様
（
大
光
院
）
に
お
参
り
し
た（
31
）。

事
例
⑶
鶴
ヶ
島
市
・
呑
龍
信
仰

　

上
新
田
の
旧
長
福
寺
の
呑
龍
様
は
、
鶴
ヶ
島
の
内
外
の
子
育
て
を
祈
る
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
た
。
子
供
の
体
が
弱
い
と
よ

く
呑
龍
様
に
お
参
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
呑
龍
様
は
、
毎
年
八
月
八
日
が
縁
日
で
、
こ
の
日
は
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
初
期
ま
で
は
ド
ン
リ
ュ
ッ
コ
と
い
う
な
ら
わ
し
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
群
馬
県
太
田
市
の
呑
龍
様
に
奉
志
金
を
支
払
い
、
ド
ン

リ
ュ
ウ
ッ
コ
（
呑
龍
上
人
の
弟
子
）
に
し
て
も
ら
い
、
無
事
成
長
を
願
っ
た
の
で
あ
る（
32
）。

事
例
⑷
比
企
郡
小
川
町
・
呑
龍
信
仰

　

生
ま
れ
た
子
供
が
病
弱
で
あ
る
と
、
村
の
鎮
守
様
や
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
仏
に
お
参
り
し
て
丈
夫
に
な
る
よ
う
に
祈
っ
た
。
群
馬

県
太
田
市
の
呑
龍
様
（
大
光
院
）
は
「
子
育
て
呑
龍
」
と
し
て
有
名
で
、
子
供
が
病
弱
で
あ
る
と
「
呑
龍
様
の
弟
子
に
な
る
」
と
い

い
、
頭
を
剃
っ
て
縁
日
で
あ
る
毎
月
八
日
に
お
参
り
し
た
と
い
う
。
明
治
十
七
年
に
太
田
市
の
大
光
院
を
分
霊
し
た
小
川
の
呑
龍
様

も
安
産
や
子
育
て
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
病
弱
な
子
供
の
頭
を
剃
っ
て
お
参
り
す
る
人
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

腰
越
で
は
病
弱
な
子
供
の
頭
を
剃
り
「
呑
龍
様
の
弟
子
」
と
称
し
て
、
毎
月
八
日
の
縁
日
に
小
川
の
呑
龍
様
を
七
歳
く
ら
い
ま
で

お
参
り
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
病
弱
で
子
供
が
お
参
り
で
き
な
い
場
合
、
写
真
を
持
っ
て
親
だ
け
お
参
り
し
た
家
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

大
塚
で
は
七
歳
で
坊
主
に
な
り
、
太
田
市
の
呑
龍
様
に
健
康
祈
願
の
お
参
り
を
す
る
家
も
あ
っ
た
。
女
の
子
の
場
合
、
五
歳
く
ら

い
で
坊
主
に
し
て
お
参
り
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
勝
呂
で
も
子
供
の
髪
の
毛
を
短
く
し
て
お
参
り
す
る
と
い
い
、
下
横
田
で
は
元
気
な
子
供
の
着
物
の
布
を
三
十
三
布
集
め
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て
着
物
を
縫
い
、
そ
れ
を
着
せ
て
小
川
の
呑
龍
様
に
お
参
り
し
た
と
い
う（
33
）。

　

事
例
⑴
か
ら
⑷
の
全
て
が
呑
龍
の
分
身
所
を
持
つ
地
域
の
事
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
春
日
部
市
・
円
福
寺
、
児
玉
町
・
長
福
寺
は

鷲
見
の
作
成
し
た
分
身
所
一
覧
表
に
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
鶴
ヶ
島
市
上
新
田
・
旧
長
福
寺
、
あ
る
い
は
小
川
の
呑
龍
様
の
記
載
は

な
い
。『
日
本
産
育
資
料
集
成
』
の
分
析
の
節
で
触
れ
た
岐
阜
県
不
破
郡
赤
坂
町
の
呑
龍
様
も
含
め
て
、
分
身
所
に
類
す
る
寺
堂
が
、

表
⑴
以
外
に
も
っ
と
多
く
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
埼
玉
県
下
の
子
育
て
信
仰
に
お
い
て
は
呑
龍
が
際
立
っ
て
お
り
、
近
場
に
分
身
所
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
太

田
市
の
本
家
本
元
を
訪
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
他
方
で
は
子
供
の
体
調
や
太
田
市
ま
で
の
距
離
を
考
え
、
基
本
的
な
参
詣

方
式
か
ら
は
外
れ
て
い
る
も
の
の
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
信
仰
す
る
人
の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
た
。

　

呑
龍
様
以
外
に
身
近
な
神
仏
を
子
育
て
信
仰
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
は
埼
玉
県
下
の
事
例
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、

浅
間
様
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
埼
玉
県
下
に
も
富
士
塚
が
見
ら
れ
、
富
士
講
も
各
地
に
存
在
し
た
。
そ
う
し
て
子
育
て
信
仰
と
の
関

係
で
い
え
ば
、「
初
山
」
行
事
が
盛
ん
で
、
県
南
地
方
及
び
県
北
地
方
の
や
や
東
側
の
地
域
で
広
く
認
め
ら
れ
る
と
中
嶋
信
彰
は
指

摘
す
る
。
ち
な
み
に
「
初
山
」
と
は
中
嶋
に
よ
れ
ば
「
富
士
浅
間
信
仰
に
基
づ
き
、
富
士
山
の
山
開
き
に
合
わ
せ
て
新
生
児
を
浅
間

神
社
に
参
詣
さ
せ
る
行
事
」
だ
と
い
う（

34
）。

事
例
⑸
熊
谷
市
・
富
士
浅
間
信
仰
「
初
山
」

　

子
供
が
生
ま
れ
て
始
め
て
迎
え
る
七
月
一
日
（
六
月
一
日
の
地
域
も
あ
る
）
に
、
浅
間
神
社
な
ど
に
お
参
り
す
る
事
を
「
初
山
参
り
」

と
か
、
単
に
「
初
山
」
な
ど
と
い
う
。
初
山
参
り
は
富
士
登
山
と
同
じ
位
の
御
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、
子
供
の
無
事
成
長
を
祈
願
し

て
行
わ
れ
る
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
子
な
ど
は
、
翌
年
お
参
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
お
参
り
し
た
子
供
は
お
祓
い
の
後
、
健
康
に

成
長
す
る
事
を
願
っ
て
、
額
に
朱
色
の
神
童
印
を
し
て
も
ら
う（
35
）。
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常
総
地
方
で
は
、
初
浅
間
か
ら
終
い
浅
間
ま
で
毎
年
浅
間
神
社
に
参
詣
す
る
と
い
う
例
が
多
か
っ
た
が
、
埼
玉
県
下
の
場
合
は
、

初
山
の
み
行
わ
れ
て
い
る
様
子
で
、
末
永
く
子
供
の
成
長
を
願
う
と
い
っ
た
思
い
は
あ
る
も
の
の
一
定
期
間
神
仏
に
預
け
る
、
あ
る

い
は
そ
の
弟
子
に
す
る
と
い
っ
た
認
識
は
希
薄
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑵
川
越
市
蓮
馨
寺
の
「
お
弟
子
入
り
」

　

蓮
馨
寺
の
宗
派
は
浄
土
宗
、
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
、
土
地
の
人
々
か
ら
は
川
越
の
呑
龍
様
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
戦
国
末
期
、

北
条
氏
康
は
川
越
を
平
定
し
、
家
老
大
道
寺
駿
河
守
政
繁
を
川
越
城
守
に
任
じ
た
。
そ
の
母
で
あ
る
蓮
馨
大
姉
は
、
仏
心
驚
く
合
戦

で
落
命
し
た
者
を
な
ぐ
さ
め
、
か
つ
社
会
の
平
安
を
祈
り
、
大
衆
に
心
休
ま
る
場
を
与
え
よ
う
と
発
心
し
、
平
方
村
（
現
上
尾
市
）
に

一
寺
を
建
立
。
甥
の
感
誉
存
貞
上
人
を
も
っ
て
開
山
し
た
。
寺
は
そ
の
後
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。
徳
川
家
は
代
々
浄
土
宗
へ
の
信
仰

が
驚
く
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
江
戸
開
幕
と
同
時
に
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
の
制
を
設
け
た
が
、
当
寺
も
そ
の
中
に
列
せ
ら
れ

葵
の
紋
所
が
許
さ
れ
た
。
毎
月
八
日
に
呑
龍
デ
ー
と
し
て
縁
日
が
立
ち
、
川
越
名
物
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る（
36
）。

ち
な
み
に
、『
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
百
六
十
二
、
入
間
郡
之
七
蓮
馨
寺
の
項
に
は
、「
感
誉
は
永
禄
六
年
當
山
よ
り
江
戸
の
増
上
寺
に
轉
住
し
、

同
九
年
辞
し
て
當
寺
に
帰
る
」、「
髙
徳
の
人
に
て
」「
信
徒
三
千
人
、
弟
子
六
百
人
」「
感
誉
が
化
導
の
廣
き
こ
と
知
る
べ
し
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
大
光
院
開
山
呑
龍
上
人
も
そ
の
弟
子
の
一
人
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た（
37
）。

こ
う
し
た
関
係
か
ら
か
、
蓮
馨
寺
で
は
明
治
初
年

（
い
つ
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
）
の
早
い
段
階
で
呑
龍
の
分
身
所
を
設
け
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
大
光
院
同
様
に
明
治
維
新
に
よ
る
宗
教

界
の
立
て
直
し
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
同
寺
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
八
七
）
に
鐘
楼
及
び
水
舎
を
残
し
て
全
焼
し
て
し
ま

い
、
現
在
の
呑
龍
堂
は
蓮
馨
寺
入
口
正
面
に
あ
る
大
正
初
期
の
建
築
に
か
か
る
も
の
で
、
呑
龍
上
人
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
呑
龍
堂
入
口
に
は
「
安
産
・
子
育
て
・
水
子　

呑
龍
上
人　

祈
願
所　

お
上
が
り
下
さ
い
」
と
書
か
れ
た
貼
り
紙
が
あ
り

（
写
⑴
）、
副
住
職
夫
人
に
よ
れ
ば
「
現
在
も
お
弟
子
入
り
す
る
人
が
少
な
く
な
く
、
昔
か
ら
の
名
簿
も
あ
る
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

れ
以
上
詳
し
い
話
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
川
添
に
よ
れ
ば
各
地
方
へ
の
分
身
所
の
進
出
に
際
し
て
は
、
①
大
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光
院
側
か
ら
僧
侶
を
派
遣
し
て
新
た
な
分
身
所
を
設
置
し
た
場
合
、
②
も
と
も

と
大
光
院
と
本
末
関
係
、
法
類
関
係
、
そ
の
他
何
ら
か
の
つ
な
が
り
の
あ
る

既
存
寺
院
が
、
大
光
院
の
積
極
的
な
布
教
に
呼
応
、
協
力
し
て
分
身
所
に
な
っ

た
場
合
、
③
呑
龍
信
仰
の
興
隆
に
触
発
さ
れ
た
地
域
の
人
び
と
や
寺
院
が
、
み

ず
か
ら
分
身
所
を
勧
請
し
た
場
合
と
が
あ
る
と
い
う（
38
）。

お
そ
ら
く
蓮
馨
寺
や

八
王
子
市
・
大
善
寺
は
、
こ
の
う
ち
②
に
該
当
す
る
と
い
え
る
。
な
お
、
大

善
寺
の
呑
龍
信
仰
を
調
べ
た
佐
藤
は
、
昭
和
十
年
代
の
大
善
寺
の
「
呑
龍
上

人
御
弟
子
規
約
」
及
び
「
呑
龍
講
規
約
」
を
資
料
と
し
て
提
示
し
て
い
る（
39
）が

、

案
外
こ
れ
ら
は
大
光
院
や
分
身
所
共
有
の
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

呑
龍
上
人
御
弟
子
規
約

第
一
条　

御
子
さ
ん
を
呑
龍
上
人
の
御
弟
子
と
し
た
い
方
は
、
生
ま
れ
て
す

ぐ
か
ら
で
も
、
何
歳
か
ら
で
も
お
申
込
が
出
来
ま
す

第
二
条　

�

御
弟
子
と
な
る
に
は
三
年
以
上
七
年
以
内
に
於
て
年
限
を
定
め
、

御
弟
子
入
料
金
一
圓
を
奉
納
し
、
住
所
父
兄
本
人
氏
名
、
生
年
月

日
等
を
御
申
出
な
さ
る
こ
と
。
御
希
望
の
方
は
、
七
年
以
上
更
に

継
続
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す

第
三
条　

�

生
ま
れ
た
御
子
さ
ん
に
呑
龍
上
人
か
ら
御
授
け
の
御
名
前
を
頂
き

た
い
方
は
、
直
に
御
付
け
い
た
し
ま
す

第
四
条　

�

御
弟
子
年
限
中
は
、
毎
月
八
日
の
御
縁
日
に
は
是
非
御
本
人
を
参

写⑴　蓮馨寺の呑龍堂（左）と入口の貼紙（右）
（2024年 7 月 6 日撮影）
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詣
せ
し
め
る
こ
と

第
五
条　

�

毎
月
八
日
の
御
縁
日
に
は
、
御
供
米
並
に
月
掛
金
十
銭
（
五
銭
）
を
奉
納
す
る
こ
と
。
或
は
御
供
米
月
掛
金
を
合
わ
せ
て

金
三
十
銭
（
弐
拾
五
銭
）
を
奉
納
し
て
も
差
支
あ
り
ま
せ
ん
。
但
し
遠
路
の
方
は
数
ヶ
月
分
を
一
時
に
奉
納
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す

第
六
条　

毎
年
四
月
八
日
、
当
山
に
於
て
大
法
会
を
修
し
特
に
御
弟
子
方
の
安
全
を
御
祈
願
い
た
し
ま
す

第
七
条　

毎
年
四
月
八
日
の
大
法
会
に
は
御
子
方
へ
御
札
御
供
物
玩
具
を
進
呈
い
た
し
ま
す

第
八
条　

�

満
願
即
ち
御
弟
子
年
限
満
了
の
時
は
、
御
燈
明
料
と
提
燈
を
奉
納
し
、
更
に
呑
龍
講
に
加
入
し
、
永
遠
に
報
恩
の
誠
を

画
す
べ
き
こ
と

呑
龍
講
規
約

第
一
条　

本
講
は
呑
龍
上
人
帰
依
の
信
者
を
以
て
組
織
し
呑
龍
講
と
称
す

第
二
条　

本
講
は
既
往
の
報
恩
に
併
せ
て
将
来
益
々
御
加
護
を
頂
く
こ
と
を
目
的
と
す

第
三
条　

本
講
員
は
生
涯
継
続
し
途
中
脱
退
し
な
い
こ
と

第
四
条　

本
講
員
は
毎
月
八
日
の
御
縁
日
特
に
毎
年
四
月
八
日
の
大
法
会
に
は
万
障
十
年
代
く
り
合
せ
参
詣
す
る
こ
と

第
五
条　

本
講
員
は
毎
年
四
月
八
日
に
応
分
の
冥
加
料
を
奉
納
す
る
こ
と

第
六
条　

毎
年
四
月
八
日
の
大
法
会
に
は
特
に
講
員
の
安
全
を
御
祈
願
い
た
し
ま
す

第
七
条　

毎
年
四
月
八
日
の
大
法
会
に
は
各
講
員
へ
御
札
御
供
物
等
を
進
呈
い
た
し
ま
す

東
京
府
八
王
子
市
大
横
町

檀
林　

大
善
寺
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「
呑
龍
上
人
御
弟
子
規
約
」
第
八
条
か
ら
は
、
弟
子
入
り
・
満
願
と
呑
龍
講
へ
の
加
入
が
一
連
の
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、

布
教
す
る
寺
院
側
の
し
た
た
か
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
蓮
馨
寺
に
お
け
る
呑
龍
様
へ
の
「
弟
子
入
り
」
の
現
状
を
確
認
す
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
例
に
よ
っ
て
市

町
村
史
（
誌
）
か
ら
い
く
つ
か
引
用
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

事
例
⑹
富
士
見
市
・
蓮
馨
寺
の
呑
龍
っ
子

　

身
体
の
弱
い
子
ど
も
を
「
不
動
っ
子
」、「
呑
龍
っ
子
」
と
称
し
て
川
越
不
動
や
川
越
蓮
馨
寺
に
「
取
り
子
」
を
し
て
も
ら
い
、
七

歳
ま
で
守
護
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た（
40
）。

事
例
⑺
上
尾
市
・
大
光
院
及
び
蓮
馨
寺
の
呑
龍
っ
子
、
呑
龍
坊
主

　

戸
崎
・
原
市
・
平
方
領
々
家
な
ど
で
は
、
体
の
弱
い
子
の
髪
の
毛
を
そ
り
、
群
馬
県
太
田
市
の
呑
龍
様
（
大
光
院
）
や
川
越
市
の

呑
龍
様
（
蓮
馨
寺
）
に
お
参
り
し
て
健
康
祈
願
を
す
る
家
も
多
か
っ
た
。
剃
髪
し
て
参
拝
し
た
こ
と
に
よ
り
、
呑
龍
様
の
弟
子
に
な
っ

た
と
さ
れ
、
こ
の
子
供
を
ド
ン
リ
ュ
ッ
コ
（
呑
龍
っ
子
）
と
か
ド
ン
リ
ュ
ウ
ボ
ウ
ズ
（
呑
龍
坊
主
）
と
呼
ん
で
、
丈
夫
に
育
つ
と
さ
れ

て
い
た
。
男
女
と
も
七
歳
ぐ
ら
い
ま
で
坊
主
に
し
て
い
た
と
い
う（
41
）。

事
例
⑻
朝
霞
市
・
蓮
馨
寺
の
呑
龍
坊
主

　

病
気
が
ち
な
子
や
や
っ
と
で
き
た
子
な
ど
を
亡
く
さ
な
い
よ
う
に
、
初
誕
生
を
過
ぎ
る
と
川
越
市
蓮
馨
寺
の
「
子
育
て
呑
龍
」
様

に
お
参
り
し
、
呑
龍
様
の
弟
子
に
し
て
い
た
だ
く
。
弟
子
の
印
と
し
て
、
男
の
子
も
女
の
子
も
坊
主
頭
に
な
り
、
呑
龍
上
人
の
加
護

と
よ
り
丈
夫
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）。
溝
沼
の
あ
る
夫
人
は
、「
私
も
ド
ン
リ
ュ
ウ
ボ
ー
ズ
だ
っ
た
ん
で
す
。
姉

が
な
く
な
っ
た
か
ら
、
五
つ
位
ま
で
は
頭
を
す
っ
か
り
男
の
子
み
た
い
に
し
て
ね
。
い
じ
め
ら
れ
た
ん
で
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
七
つ
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ボ
ー
ズ
と
か
、
五
つ
ボ
ー
ズ
と
か
言
っ
て
、
年
限
が
あ
る
み
た
い
で
し
た
ね
。
お
参
り
に
は
ち
ょ
い
ち
ょ
い
行
き
ま
し
た
」
と
い
う（
42
）。

　

川
越
市
内
の
子
育
て
信
仰
と
し
て
は
、
蓮
馨
寺
と
並
ん
で
不
動
堂
も
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
て
蓮
馨
寺
に

関
し
て
は
、『
新
編
埼
玉
県
史　

別
編
2　

民
俗
2
』
で
上
げ
ら
れ
た
川
越
市
内
、
浦
和
市
、
和
光
市
、
富
士
見
町
、
大
井
町
の
ほ

か
、
鶴
ヶ
島
市
、
三
芳
町
、
戸
田
市
、
朝
霞
市
、
蕨
市
な
ど
よ
り
広
い
地
域
か
ら
参
詣
者
が
訪
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑶
雑
司
ヶ
谷
・

子
母
神
の
「
お
草
履
取
り
」

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
十
六　

豊
島
郡
八　

戸
田
領
「
鬼
子
母
神
社
」
の
項
に
は
「
法
明
寺
寺
中
大
行
院
持
」
と
あ
り（
43
）、

近

世
は
大
行
院
が
鬼
子
母
神
社
の
別
当
職
を
勤
め
て
い
た
が
、
火
災
に
よ
る
消
失
に
よ
っ
て
大
行
院
は
現
存
せ
ず
、
法
明
寺
が
現
在
の

子
母
神
堂
を
管
理
し
て
い
る
。

　

法
明
寺
（
日
蓮
宗
）
は
元
は
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
空
海
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
真
言
宗
寺
院
で
あ
っ
た
。
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）

時
の
住
職
が
日
蓮
の
直
弟
子
日
源
に
帰
依
し
改
宗
し
た
と
い
う
。
通
称
「
雑
司
ヶ
谷
の

子
母
神
」
と
し
て
現
在
ま
で
親
し
ま
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
広
島
藩
主
浅
野
光
晟
の
夫
人
が
、
天
下
安
全
・
子
孫
繁
栄
を
祈
願
す
る
た
め
に

子

母
人
堂
を
建
立
し
た
の
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る
。

子
母
神
の
祭
礼
は
春
夏
二
回
、
と
も
に
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
る
と
い
う（
44
）。

　

日
蓮
宗
で
は
、
鬼
子
母
神
を
病
魔
退
散
、
行
者
の
加
護
を
行
な
う
守
護
神
と
位
置
づ
け
、
各
寺
院
で
も
鬼
子
母
神
を
奉
安
し
て
い

る
が
、
そ
の
由
来
か
ら
特
に
子
授
け
、
子
育
て
の
大
善
神
と
し
て
一
般
に
浸
透
し
た
。
雑
司
ヶ
谷
の

子
母
神
が
世
に
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
十
八
世
紀
後
半
の
よ
う
で
あ
る（
45
）。

　

と
こ
ろ
で
、
埼
玉
県
下
の
市
町
村
史
（
誌
）
で
こ
の
雑
司
ヶ
谷
の

子
母
神
へ
参
詣
し
た
と
記
載
が
あ
る
の
は
、
和
光
市
と
戸
田

市
の
も
の
二
例
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
呑
龍
信
仰
が
根
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
事
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
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事
例
⑼
和
光
市
上
新
倉
・
鬼
子
母
神
の
七
つ
坊
主

　

地
蔵
様
は
子
供
を
守
っ
て
く
れ
る
と
し
て
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
オ
サ
ゴ
や
水
を
供
え
て
恙
な
く
成
育
す
る
こ
と
を
祈
願
す
る
。

雑
司
ヶ
谷
（
東
京
都
豊
島
区
）
の
鬼
子
母
神
も
ま
た
、
子
育
て
に
大
き
な
力
を
有
し
て
い
る
。
Ｏ
さ
ん
（
男　

大
正
六
年
生
）
は
、
生

児
を
鬼
子
母
神
の
ナ
ナ
ツ
ボ
ウ
ズ
（
七
つ
坊
主
と
七
歳
ま
で
は
坊
主
頭
に
し
て
お
く
）
に
頼
み
、
草
履
を
受
け
て
草
履
取
り
を
さ
せ
た
。

そ
う
し
て
祈
祷
料
を
届
け
て
無
事
成
育
す
る
よ
う
祈
願
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
と
い
う
。
受
け
て
来
た
草
履
は
紙
で
包
み
、
水
引
き
で

結
い
て
床
の
間
に
上
げ
て
お
き
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
燈
し
た（
46
）。

事
例
⑽
戸
田
市
・
鬼
子
母
神
、
呑
龍
信
仰
他

　

生
ま
れ
つ
き
弱
い
子
は
、
丈
夫
に
育
つ
よ
う
に
と
、
蕨
の
三
学
院
の
子
育
て
地
蔵
、
東
京
の
雑
司
ヶ
谷
の
鬼
子
母
神
な
ど
に
お
参

り
に
行
っ
た
。
ま
た
、
近
所
の
地
蔵
様
か
ら
、
そ
の
よ
だ
れ
か
け
を
も
ら
っ
て
き
て
、
子
ど
も
に
か
け
て
や
っ
て
、
そ
の
お
礼
に
は
、

新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
。
さ
ら
に
子
ど
も
が
丈
夫
に
な
る
よ
う
に
、
大
師
様
が
ま
わ
っ
て
き
た
と
き
に
、
そ
の
お
弟
子
に

し
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
う
す
る
と
、
た
い
が
い
三
歳
ま
で
は
、
男
女
と
も
に
頭
を
剃
っ
て
お
い
た
。
同
じ
よ
う
に
、
群
馬
県
太
田
市

の
大
光
院
に
参
っ
て
、
呑
龍
様
の
お
弟
子
に
し
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
場
合
に
も
、
三
歳
、
五
歳
、
七
歳
と
い
う
よ
う
に
、
一
定
の

年
期
を
切
っ
て
、
や
は
り
丸
坊
主
に
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
弱
い
子
に
は
、
だ
れ
か
丈
夫
な
人
か
ら
、
し
た
て
残

り
の
布
を
も
ら
っ
て
き
て
、
着
物
に
し
た
て
て
着
せ
る
と
よ
い
と
も
い
う
。
ま
た
、
三
三
軒
の
家
々
か
ら
、
小
さ
な
布
を
も
ら
い
集

め
て
、
着
物
を
つ
く
っ
て
着
せ
る
と
良
い
と
も
伝
え
ら
れ
る（

47
）。

　

事
例
⑽
の
戸
田
市
域
の
も
の
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
地
域
周
辺
に
数
多
く
存
在
す
る
子
育
て
信
仰
の
対
象
の
一
つ
が
、
雑
司
ヶ

谷
の

子
母
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
あ
る
布
片
を
集
め
て
着
物
を
仕
立
て
て
着
せ
れ
ば
丈
夫
に

育
つ
と
い
う
記
載
は
、
埼
玉
県
下
の
市
町
村
史
（
誌
）
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
埼
玉
県
下
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
。
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尚
、
事
例
⑼
和
光
市
の
そ
れ
か
ら
は
、
雑
司
ヶ
谷
の

子
母
神
信
仰
で
は
弟
子
入
り
に
際
し
て
は
草
履
を
も
ら
い
受
け
、
ま
た
「
七

つ
坊
主
」
と
称
す
る
よ
う
に
「
呑
龍
っ
子
」
同
様
に
髪
を
剃
る
儀
礼
が
伴
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、

子
母
神
の
「
お
草
履
取
り
」
の
儀
礼
の
様
相
が
わ
か
る
、
豊
島
区
内
の
報
告
例
を
つ
け
加
え
て
お
く
。

事
例
⑾
豊
島
区
・
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
の
オ
ゾ
ウ
リ
ト
リ

　

男
児
は
三
〇
日
目
、
女
児
は
三
三
日
目
に
そ
の
地
区
の
氏
神
に
詣
で
る
。
鬼
子
母
神
に
子
授
け
の
願
掛
け
を
し
て
い
た
と
き
に
は
、

当
日
、
氏
神
よ
り
も
先
に
鬼
子
母
神
へ
お
礼
参
り
に
行
っ
た
。
そ
の
際
、
鬼
子
母
神
で
オ
ゾ
ウ
リ
ト
リ
と
い
う
祈
願
を
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。「
七
歳
（
あ
る
い
は
五
歳
・
三
歳
）
ま
で
こ
の
子
を
オ
ゾ
ウ
リ
に
し
て
下
さ
い
」
と
頼
み
、
鬼
子
母
神
か
ら
小
さ
な
藁
草
履

を
受
け
て
く
る
。
そ
れ
を
家
の
神
棚
に
あ
げ
て
お
き
、
そ
の
後
七
歳
（
あ
る
い
は
五
歳
・
三
歳
）
に
な
る
ま
で
、
ツ
キ
マ
イ
リ
と
称
し

て
毎
月
父
母
・
祖
父
母
な
ど
が
子
供
を
連
れ
て
鬼
子
母
神
へ
参
拝
に
行
っ
た
。
オ
ゾ
ウ
リ
ト
リ
の
年
令
は
人
に
よ
り
異
な
る
が
、
七

歳
ま
で
続
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う（
48
）。

　

ち
な
み
に
、
雑
司
ヶ
谷
・

子
母
神
堂
入
口
に
は
、「
御
開
帳
祈
祷
受
付
」
な
る
貼
紙
が
あ
っ
て

　
　

子
授
け
祈
願　
　

安
産
祈
願

　
　

お
宮
参
り　
　
　

発
育
増
進

　
　

虫
封
じ　
　
　
　

病
気
平
癒

　
　

家
内
安
全　
　
　

身
体
健
全

　
　

交
通
安
全　
　
　

厄
除
開
運

　
　

心
願
成
就　
　
　

七
五
三
祈
祷

祈
願
は
五
仟
円
よ
り
ご
志
納
い
た
だ
き
ま
す
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と
書
か
れ
て
い
る
（
写
⑵
）。
ま
た
そ
の
下
に
は

　
　

御
草
履
取
り
修
行

子
母
神
様
に
弟
子
入
り
し

子
供
の
発
育
増
進
・
無
病
息
災
を
祈
願
す
る

月
参
り
（
毎
月
一
回
参
拝
）
の
修
行
で
す

申
し
込
ま
れ
た
方
の
お
名
前
を

毎
朝
読
み
上
げ
て
御
祈
願
致
し
ま
す

　
　

詳
し
く
は
寺
務
所
受
付
に
て
御
説
明

　

致
し
ま
す

と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

子
母
神
堂
が
現
在
ウ
リ
に
し
て
い

る
ご
利
益
が
判
明
す
る
と
と
も
に
、「
お
草
履
取
り
」
が
今
日
で
も
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
明
寺
の

子
母
神
堂
担
当
者
の
方
の
話
に
よ
れ
ば
、

現
在
（
二
〇
二
四
年
七
月
）
お
弟
子
と
し
て
登
録
し
て
い
る
人
の
数
は
五
〇
～

六
〇
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
病
弱
の
子
、
先
天
的
に
難
病
を
抱
え
た
子
以
外
に
、

お
宮
参
り
を
し
て
そ
の
存
在
を
知
っ
た
人
が
我
が
子
を
、
さ
ら
に
は
親
が
し

て
く
れ
た
と
い
う
の
で
そ
の
人
が
自
分
の
子
に
も
と
い
う
形
で
「
お
草
履
取

り
」
を
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
。
そ
う
し
て
必
ず
し
も
七
歳
ま
で
と
は

限
ら
ず
、
成
人
ま
で
、
あ
る
い
は
結
婚
す
る
ま
で
と
い
う
人
も
い
る
よ
う
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
都
区
内
と
そ
の
近
在
の
人
が
弟
子
に
す
る
こ
と
が
多
い
も

の
の
、
遠
く
は
福
島
あ
た
り
か
ら
通
っ
て
来
る
人
も
い
る
と
い
う
。

写⑵　雑司ヶ谷・ 子母神堂（左）と宮詣り風景（右）
（2024年 7 月 8 日撮影）
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お
弟
子
に
な
る
時
は
、
祈
祷
を
し
て
も
ら
い
草
履
を
い
た
だ
く
。
た
だ
し
今
日
で
は
草
履
を
は
く
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
、
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
草
履
を
渡
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
毎
月
一
回
八
日
の
縁
日
の
時
に
は
、
弟
子
と
な
っ
た
子
は
親
や
祖
父

母
と
伴
に
参
詣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
は
、
お
供
え
用
の
お
米
を

子
母
神
堂
か
ら
譲
り
受
け
た
紙
袋
に
入
れ
て
持
参

す
る
。
し
か
し
今
日
で
は
、
八
日
に
限
ら
ず
都
合
の
良
い
日
で
も
か
ま
わ
な
い
し
、
ま
た
引
っ
越
し
た
り
し
て
遠
く
に
住
ん
で
い
る
人

は
「
随
参
」
と
い
っ
て
、
東
京
へ
出
て
来
る
時
な
ど
に
随
時
参
詣
す
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
日
の
社
会
状
況
に
鑑
み
、
柔

軟
な
形
に
し
た
よ
う
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
髪
の
毛
を
剃
る
よ
う
な
こ
と
も
し
な
い
。
無
事
修
行
を
果
た
し
た
満
願
の
時
は
、
御
祈

祷
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
時
草
履
を
お
返
し
す
る
。
つ
ま
り
、
草
履
は
弟
子
入
り
し
た
証
で
あ
り
、
修
行
の
象
徴
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、

子
母
神
へ
の
弟
子
入
り
（
お
草
履
取
り
）
と
呑
龍
様
へ
の
弟
子
入
り
（
取
子
・
取
親
習
俗
）
に
は
共
通
性
の
あ
る

こ
と
に
気
づ
く
。
一
定
の
期
限
を
切
っ
て
弟
子
入
り
し
、
そ
の
際
男
女
を
問
わ
ず
髪
を
剃
っ
て
七
つ
坊
主
―
呑
龍
坊
主
な
ど
と
称
し
て
い

た
。
ま
た
、
弟
子
入
り
に
際
し
て
は
祈
祷
を
受
け
た
後
草
履
を
渡
す
―
念
珠
や
証
書
を
渡
す
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
際
紙
袋
に
入
れ
た
お

米
、
オ
サ
ゴ
を
持
参
し
た
。
満
願
の
時
も
、
祈
祷
を
受
け
た
。
以
上
で
あ
り
、
多
少
異
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
類
似
傾
向
は
否
め
な
い
。

結
び
に
か
え
て

　

以
上
、
先
行
研
究
を
整
理
し
た
上
で
、『
日
本
産
育
資
料
集
成
』
に
よ
り
な
が
ら
、
取
子
・
取
親
習
俗
の
全
国
的
な
傾
向
性
を
把

握
し
た
。
加
え
て
埼
玉
県
下
の
事
例
を
手
が
か
り
と
し
て
、
呑
龍
信
仰
と
雑
司
ヶ
谷
の

子
母
神
信
仰
に
分
析
を
加
え
た
。

　

東
北
地
方
で
は
、
山
形
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
を
中
心
に
修
験
者
が
か
か
わ
る
ケ
ー
ス
が
際
立
っ
て
い
た
。
ま
た
鬼
子
母
神
に
関

し
て
は
、
日
蓮
宗
系
の
寺
院
が
積
極
的
に
鬼
子
母
神
を
祀
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
、
ほ
ぼ
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た

中
で
有
名
な
の
が
、
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷
の

子
母
神
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一
方
呑
龍
信
仰
に
関
し
て
は
、
関
東
地
方
に
根
強
く
、
一

部
長
野
、
新
潟
と
い
っ
た
中
部
地
方
に
も
広
く
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
呑
龍
信
仰
が
広
が
っ
た
の
が
近
代
以
降
だ
っ
た
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と
い
う
の
は
意
外
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
維
新
後
の
経
済
的
立
て
直
し
と
一
種
の
宗
教
運
動
（
呑
龍
講
の
結
成
と
分
身
所
の
設
置
）

を
、
群
馬
県
太
田
市
・
大
光
院
と
そ
の
関
連
寺
院
と
が
展
開
し
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　

埼
玉
県
下
に
は
呑
龍
様
の
分
身
所
が
多
く
、
そ
こ
で
弟
子
入
り
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
わ
ざ
わ
ざ
本
家
本
元
の
大
光
院
に
出
向
く
こ

と
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
分
身
所
に
つ
い
て
い
え
ば
、
鷲
津
が
明
ら
か
に
し
た
六
六
ヵ
所
以
上
が
存
在
す
る
と
い
え
る
。
埼
玉

県
下
で
い
え
ば
比
企
郡
小
川
町
の
呑
龍
様
、
鶴
ヶ
島
上
新
田
旧
長
福
寺
の
呑
龍
様
が
そ
れ
で
あ
り
、
佐
藤
が
分
析
対
象
と
し
た
八
王

子
市
・
大
善
寺
の
呑
龍
様
も
そ
の
一
つ
だ
ろ
う
し
、
岐
阜
県
不
破
郡
赤
坂
町
の
そ
れ
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

と
も
あ
れ
、
呑
龍
信
仰
に
つ
い
て
は
、
組
織
的
に
信
仰
が
広
げ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
弟
子
入
り
や
呑
龍
講
に
つ
い
て
は
、

共
通
の
規
定
・
規
約
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
が
あ
っ
た
可
能
性
が
強
く
、
佐
藤
が
示
し
た
八
王
子
・
大
善
寺
の
そ
れ
が
こ
の
類
の
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

　

一
方
、
雑
司
ヶ
谷
・

子
母
神
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
世
紀
後
半
以
降
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
所
謂

「
お
草
履
取
り
」
が
い
つ
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ち
な
み
に
、「
呑
龍
っ
子
」
と
「
お
草
履
取
り
」
と
で

は
、
そ
の
儀
礼
に
お
い
て
共
通
し
た
部
分
も
多
く
、
相
互
の
影
響
関
係
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
富
士
浅
間
信
仰
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
埼
玉
県
の
県
北
・
県
南
に
広
が
る
の
は
「
初
山
」
に
特
化
し
た
も
の
で
、
取
子
・

取
親
習
俗
と
は
趣
を
異
に
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
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〇
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信
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相
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書
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二
五
三
～
二
八
五
頁
。

（
3
）　　
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八
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（
4
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竹
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利
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九
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と
年
齢
集
団
』
名
著
出
版　

二
八
四
頁
。
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（
5
）　

松
崎
憲
三　

二
〇
二
〇
「
名
づ
け
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
～
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
を
め
ぐ
っ
て
～
」『
板
橋
史
談
』
三
〇
三
号　

板
橋
史
談
会　

三
～
一
七
頁
。

（
6
）　

大
間
知
篤
三　

一
九
七
八
「
呪
術
的
親
子
」『
大
間
知
篤
三
著
作
集
』
第
四
巻　

未
来
社　

一
五
〇
頁
。

（
7
）　

平
山
和
彦　

一
九
七
八
「
い
わ
ゆ
る
『
親
子
成
』
に
つ
い
て
」『
日
本
民
俗
学
の
課
題
』
弘
文
堂　

一
二
七
頁
。

（
8
）　

川
添
崇　

一
九
八
一
「
呑
龍
講
の
成
立
と
展
開
」『
佛
教
論
叢
』
二
五
号　

浄
土
宗
教
学
院　

八
五
頁
。

（
9
）　

鷲
見
定
信　

一
九
八
一
「
呑
龍
信
仰
の
実
態
」『
佛
教
論
叢
』
二
五
号　

前
掲
書　

八
八
頁
。
鷲
見
定
信
二
〇
一
三
「
講
の
成
立
と
展

開
～
呑
龍
講
の
場
合
～
」『
仏
教
と
民
俗
～
鷲
見
定
信
遺
稿
論
文
集
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

一
四
六
～
一
五
九
頁
。

（
10
）　

大
島
建
彦
他
編　

二
〇
〇
〇
『
日
本
の
神
仏
の
辞
典
』
大
修
館
出
版　

九
二
六
～
九
二
七
頁
。

（
11
）　

宇
高
良
哲　

一
九
八
一
「
大
光
院
開
山
然
誉
呑
竜
に
つ
い
て
」『
佛
教
論
叢
』
二
五
号　

前
掲
書　

九
五
頁
。

（
12
）　

鷲
見
定
信　

一
九
八
一
「
呑
龍
信
仰
の
実
態
」
前
掲
論
文　

八
九
頁
。
川
添
崇
一
九
八
二
「
既
成
仏
教
に
お
け
る
民
衆
宗
教
運
動
」

『
宗
教
・
そ
の
日
常
性
と
非
日
常
性
』
雄
山
閣
出
版　

一
一
三
～
一
一
六
頁
。

（
13
）　

鷲
見
定
信　

二
〇
一
三
「
講
の
成
立
と
展
開
～
呑
龍
講
の
場
合
～
」
前
掲
論
文　

一
四
一
～
一
四
二
頁
。

（
14
）　

佐
藤
広　

二
〇
二
二
「
八
王
子
に
お
け
る
子
育
て
呑
龍
の
信
仰
」『
西
郊
民
俗
』
二
五
四
号　

西
郊
民
俗
談
話
会　

一
～
八
頁
。

（
15
）　

冠
賢
一　

一
九
八
五
「
近
世
江
戸
に
お
け
る
鬼
子
母
神
信
仰
～
雑
司
ヶ
谷

子
母
神
を
中
心
に
～
」『
民
衆
宗
教
史
叢
書
9　

鬼
子
母

神
信
仰
』
雄
山
閣　

一
四
三
～
一
六
〇
頁
。
近
江
美
佳
二
〇
一
七
「
雑
司
ヶ
谷

子
母
神
に
お
け
る
庶
民
信
仰
の
確
立
」『
雑
司
ヶ
谷

子
母
神
堂
』
勉
誠
出
版　

一
五
一
～
一
五
七
頁
。

（
16
）　

加
藤
和
徳　

二
〇
一
二
「『
鬼
子
母
神
』
信
仰
と
『
取
子
』
習
俗
～
米
沢
市
と
上
山
市
の
事
例
か
ら
～
」『
置
賜
民
俗
』
一
九
号　

置

賜
民
俗
学
会　

九
三
～
九
七
頁
。

（
17
）　

野
口
一
雄　

二
〇
〇
六
「
山
形
の
取
子
習
俗
」『
山
形
民
俗
』
第
二
〇
号　

山
形
県
民
俗
研
究
協
議
会　

五
九
～
六
五
頁
。

（
18
）　

宮
家
準
編　

一
九
八
六
『
修
験
道
辞
典
』
東
京
堂　

二
八
二
頁
。

（
19
）　

関
口
健　

二
〇
〇
四
「
御
祈
祷
帳
に
み
る
羽
州
八
聖
山
の
信
仰
～
祈
祷
所
大
瀧
家
を
中
心
と
し
て
～
」『
山
岳
修
験
』
第
三
四
号　

日

本
山
岳
修
験
学
会　

三
九
頁
。
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（
20
）　

恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会　

一
九
七
五
『
日
本
産
育
資
料
集
成
』
第
一
法
規
出
版　

四
八
五
頁
。

（
21
）　　

同　

右　

四
八
五
頁
。

（
22
）　　

同　

右　

四
八
五
頁
。

（
23
）　　

同　

右　

四
八
九
頁
。

（
24
）　　

同　

右　

四
八
九
頁
。

（
25
）　　

同　

右　

四
八
六
頁
。

（
26
）　　

同　

右　

四
八
九
頁
。

（
27
）　　

同　

右　

四
七
〇
頁
。

（
28
）　　

同　

右　

四
七
三
頁
。

（
29
）　

埼
玉
県
編
刊　

一
九
八
六
『
新
編
埼
玉
県
史　

別
稿
2　

民
俗
2
』
一
六
八
～
一
六
九
頁
。

（
30
）　

草
加
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
八
七
『
草
加
市
史
民
俗
編
』
草
加
市　

六
一
四
頁
。

（
31
）　

神
泉
村
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
三
『
神
泉
村
史　

民
俗
編
』
神
泉
村　

三
一
八
頁
。

（
32
）　

鶴
ヶ
島
町
史
編
さ
ん
室　

一
九
九
四
『
鶴
ヶ
島
町
史　

民
俗
社
会
編
』
鶴
ヶ
島
市　

一
九
九
頁
。

（
33
）　

小
川
町
編
刊　

二
〇
〇
一
『
小
川
町
の
歴
史　

別
編　

民
俗
編
』
七
二
九
～
七
三
〇
頁
。

（
34
）　

中
嶋
信
彰　

一
九
九
八
「
初
山
の
研
究
～
利
根
川
流
域
の
あ
る
産
育
習
俗
～
」『
埼
玉
民
俗
』
第
三
三
号　

八
一
～
九
二
頁
。

（
35
）　

熊
谷
市
教
育
委
員
会　

二
〇
一
四
『
熊
谷
市
史　

別
編
1　

民
俗
編
』
熊
谷
市　

四
九
八
頁
。

（
36
）　

志
村
有
弘
他
編　

二
〇
〇
九
『
社
寺
縁
起
伝
説
辞
典
』
戒
光
祥
出
版　

五
〇
〇
頁
。

（
37
）　

蘆
田
伊
人
編　

一
九
五
七
『
大
日
本
地
誌
大
系　

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
八
巻　

雄
山
閣　

二
四
〇
頁
。

（
38
）　

川
添
崇　

一
九
八
二
「
既
成
仏
教
に
お
け
る
民
衆
宗
教
運
動
」『
宗
教
・
そ
の
日
常
性
と
非
日
常
性
』
雄
山
閣
出
版　

一
三
〇
～
一
三
一
頁
。

（
39
）　

佐
藤
広　

二
〇
二
二
「
八
王
子
に
お
け
る
子
育
て
呑
龍
の
信
仰
」
前
掲
論
文　

五
～
六
頁
。

（
40
）　

富
士
見
市
教
育
委
員
会　

一
九
八
九
『
富
士
見
市
史
資
料
編
7　

民
俗
』
富
士
見
市　

五
七
頁
。

（
41
）　

上
尾
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
二
『
上
尾
市
史　

別
篇
3　

民
俗
』
上
尾
市　

三
九
五
頁
。
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（
42
）　

朝
霞
市
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室　

一
九
九
五
『
朝
霞
市
史　

民
俗
編
』
朝
霞
市　

七
六
一
頁
。

（
43
）　

蘆
田
伊
人
編　

一
九
五
七
『
大
日
本
地
誌
大
系　

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
八
巻　

前
掲
書　

三
一
二
～
三
一
三
頁
。

（
44
）　

志
村
有
弘
他
編　

二
〇
〇
九
『
社
寺
縁
起
伝
説
辞
典
』
前
掲
書　

四
三
五
～
四
三
六
頁
。

（
45
）　

近
江
美
佳　

二
〇
一
七
「
雑
司
ヶ
谷

子
母
神
に
お
け
る
庶
民
信
仰
の
確
立
」
前
掲
論
文　

一
五
二
頁
。

（
46
）　

和
光
市
史
編
さ
ん
室　

一
九
八
〇
『
上
新
倉
の
民
俗
』
和
光
市　

八
二
頁
。

（
47
）　

戸
田
市
編
刊　

一
九
八
三
『
戸
田
市
史　

民
俗
編
』　

九
五
頁
。

（
48
）　

豊
島
区
市
編
纂
委
員
会　

一
九
七
七
『
豊
島
区
民
俗
資
料
報
告
書
』　

豊
島
区
企
画
部
広
報
課　

二
六
～
二
七
頁
。

成
城
大
学
名
誉
教
授

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
元
所
長

（

）




